
  

★ 心豊かに ★ 

  子どもの活躍が多く見られた２学期でした。陸上競技で

の活躍、くすのき発表会での活躍、文化行事での活躍等々、

様々な場面で活躍する子どもの姿がありました。先日、

教育文化祭での図画工作の審査を担当した先生から、次の

ような話を聞きました。「豊原小学校の子どもの作品は、

どれも素晴らしかったです。選ばれるのが、豊原小学校ば

かりでした。」この話を聞いて、うれしくなりました。 

  その先生の言葉は、防火ポスターや文化祭等の作品応募

で入選した子どもの多さからお世辞でないことが分かり

ます。おそらく、子どもの感性が豊かなのだろうと考えます。子どもの絵は、心象表現です。写実が上手

い作品よりも、心象表現が豊かな作品が好まれます。子どもの心の様子（感動）が、輪郭、構成、色使い等

として作品に表れます。心が安定し、心が豊かだからこそ、人に感動を与える作品になっているのだと思い

ます。豊原小学校の子どもが、「心豊かに人格を形成している」と感じ、大変うれしく思えました。 

  一方で、家庭科の調理実習でこのようなことがありました。ゆで卵が出来上がった後、ゆで卵の殻が剥け

ない、剥き方を知らない子どもが多くいたそうです。子どもの生活体験が、昔と比べて減っているように思

えました。家庭科の調理実習は、必要なことなのだなと思いました。卵の殻剥きだけではありません。子ど

もの成長に必要であろう体験は、学校でも体験させておかなくてはと感じさせられました。 

子どもの心の豊かさを育てつつ、豊かな体験もさせていきたいものです。それが、豊原小学校、家庭、地

域がめざす教育だと考えます。 

【文責  森  昭二】 
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〈豊小トピックス〉 

○なかよし集会 

【12 月８日】 

なかよし集会が放送朝礼で行われました。いじ

めについて考えることをテーマに、児童会による

劇の映像を視聴しました。 

劇では、「仲間はずれ」 

や「からかい」等の具体 

的な４つの場面が取り上 

げられました。どの場面 

においても、相手が嫌だ 

と思う行動や言葉はいじめになることを一人一人

が理解し、友だちとの関わり方を振り返るきっか

けにもなりました。 
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